だいりびな はやし おしえ 

の 壇の 上に は 内裏雛 を 初め、 囉子、 押絵の 雛が ぎつ し 

リ 並んで いた。 渓の 上の 方 も渓の 下の 方 も、 眼に 見え 

る 限り は 一面の 雛壇に なって いた。 丹 治 は 眼が 眩んだ 

ようにな つ た。 

「このまま にして はおられん、 どうで もして 逃げねば 

ならん」 

丹 治 は 銃 を 持ち直して その 台尻で 叩き 叩き 下へ 下へ 

走った。 足に 触った 雛壇 は 足 を あげて 力ま かせに 踏み 

にじった。 足の 力が 余って ひっくりかえる ことがあつ 

た。 

「くそ、 くそ、 倉; けて たまる か I 



きちが い 

丹 治 は 狂人の ようにな つていた。 彼 はやたら に 銃 を 

揮リ 廻した。 

r くそ くそ くそ 一 

何時の間にか 丹 治の 体 は 雛壇の 中から 出て いた。 丹 

わらぶき す 

治 はふと 足 を 止めた。 藁葺の 家が 直ぐ 前にあって 人の 

声が 聞え た。 

「茶で も 飲まして もらおう」 

丹 治 は その 家へ 入って 往 つた。 二 時 過ぎの 陽が 門口 

にわさき 

に 一本 ある 柿の 木 を 染めて いた。 一人の 老人が 庭前の 

むしろ な 

蓆 の 上で 緦を 絢うて いた。 

「茶 を 一 ぱい 飲まして くれ」 



と、 云って 家の 中の 方 を 揮り 返った。 

「おい、 お 侍 さんが、 お茶 を 飲まして くれと 云う か 

ら、 早う 一 ぱい 汲んで 来い」 

丹 治 は 老人の 傍に ある 藁 打ち 台の 石の 上に 腰 を かけ 

ど ま 

た。 息子の 嫁ら しい 小柄な 女が 盆へ 茶碗 を 載せて 土間 

の 口から 出て 来た。 

「ああ 汲んで 来た か、 そこにお^ でになる お 侍さん に 

あげる が 好い」 

老人が 腮で 指図 をす ると、 女 は 黙って 頷きながら 

丹 治の 前へ その 茶碗 を 持って来た。 丹 治 はちよ と 俯向 

いてから 急いで その 茶碗 を 執り あげて 一 息に 飲んだ。 



動き もしなければ 飛び もせん、 朝の こと も あるし、 今 

日 はろ くな こと はない と 思うて、 渓の 方へ おり かけて 

みると、 その 辺 一面が 雛壇に なって、 雛が 一 ぱいに 見 

える じ やない か、 びっくりして、 その 雛壇 を、 この 鉄 

砲で、 叩き割りながら やって来た ところが、 この 家が 

見え だすと、 雛壇が 無うな つた、 それにしても、 今日 

はみ ような こと だらけ じ や」 

丹 治 はこう 云って 疲れたよ うに 息 を 吐いた。 

「そうで ございま すか、 それ は 容易な ことで ない、 今 

日 はもう 何もな さらずに、 これから すぐにお 帰りに な 

るが よろし ゆ う) J ざ い ます」 



光った。 丹 治 は 二た 眼と 見返す ことができなかった。 

丹 治が 怪異に 逢った 噂 は 1! 時の 間に か 知人の 間に 拡 

まった。 土 佐 藩の 有志で 有名な 小 南 五郎右衛門 は、 

あるひ みち じっぴ 

某日 路で丹 治に 会う とその 実否 をた しかめようと した。 

丹 治 はしかた なく 打ち明けて 最後に こんな こと を 云つ 

た。 

一鶴 も、 雛壇 も、 それ 程で もなかつ たが、 背の 低い 男 

の 眼 は、 今に 忘れません」 
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